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第
七
十
号 

 
第
十
一
回
愛
知
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
報
告 

去
る
五
月
三
日
、
第
十
一
回
愛
知
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
に
お
い
て
開
催

し
た
。
今
回
は
、
第
一
部
は
東
京
会
場
に
お
け
る
、
櫻
井
よ
し
こ
氏
の
基
調
提
言
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
中
継
し
、
第
二
部
は
そ
れ
を
受
け
て
三
人
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い

う
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
来
場
者
は
一
五
〇
名
と
予
想
を
大
幅
に
超
え
て
、
椅
子
を
追

加
す
る
程
の
盛
況
と
な
っ
た
。
第
一
部
の
櫻
井
氏
の
提
言
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
に

対
応
す
る
に
は
、
憲
法
改
正
の
道
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
明
治
維
新
の
「五
箇
条
の
御
誓
文
」
に

こ
そ
、
日
本
人
の
生
き
方
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
熱
く
語
ら
れ
た
。
第
二
部
に
移
り
、
黒
田

裕
樹
氏
（高
校
教
師
）か
ら
は
、
教
育
現
場
に
お
け
る
「帝
国
憲
法
」
の
扱
い
方
の
実
態
が
報
告

さ
れ
た
。
帝
国
憲
法
は
欽
定
憲
法
で
あ
り
、
天
皇
が
国
民
に
与
え
た
封
建
的
な
も
の
で
あ
る
と

教
え
て
い
る
。
し
か
し
、
帝
国
憲
法
こ
そ
、
国
民
を
保
護
す
る
権
利
条
項
が
当
時
か
ら
あ
る
こ

と
を
細
部
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
森
垣
雅
夫
氏
（正
し
い
歴
史
を
伝
え
る
会
理
事
）か
ら
は
、

現
行
憲
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
発
言
。
米
国
が
日
本
を
間
接
統
治
す
る
た
め
、
現
憲
法
を

有
効
な
後
ろ
盾
で
あ
り
、
日
本
人
が
自
主
的
に
作
成
し
、
制
定
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
た
米
国

製
の
憲
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
知
ら
な
い
日
本
国
民
は
多
い
と
、
指
摘
。
南
部
文
宏
氏
（愛

知
県
議
会
議
員
）か
ら
は
、
自
ら
の
陸
上
自
衛
官
時
代
の
体
験
を
ま
じ
え
て
、
憲
法
九
条
と
自

衛
隊
の
矛
盾
を
話
さ
れ
た
。
自
衛
官
時
代
、
自
ら
を
否
定
す
る
左
翼
過
激
派
学
生
と
対
峙
し

た
経
験
が
、
憲
法
を
改
正
し
自
衛
隊
を
国
軍
に
す
る
志
を
固
め
た
と
、
語
ら
れ
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
森
藤
左
エ
門
氏
（日
本
会
議
愛
知
県
本
部
理
事
長
）よ
り
、
憲
法
改
正

一
〇
〇
〇
万
賛
同
者
拡
大
運
動
に
つ
き
、 

運
動
提
起
が
あ
っ
た
。
一
〇
〇
〇
万
人
を 

募
る
中
核
体
と
し
て
、
全
国
に
推
進
委
員 

を
委
嘱
す
る
。
愛
知
県
で
は
七
月
中
に
先 

ず
五
百
名
の
方
々
に
推
進
委
員
に
就
任
い 

た
だ
き
た
い
。
こ
の
五
百
名
が
、
お
一
人
で 

三
十
名
を
拡
大
す
れ
ば
一
万
五
千
名
と 

な
り
、
愛
知
県
三
十
万
目
標
の
五
％
を
ま 

ず
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
五
％
に 

よ
っ
て
国
家
を
動
か
し
て
行
き
た
い
と
、
毛 

沢
東
の
五
％
革
命
理
論
を
引
用
さ
れ
た
。 

会
場
出
口
で
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
方
々
が 

承
諾
書
を
提
出
し
、
重
冨
亮
氏
（日
本
会 

議
愛
知
県
本
部
会
長
）よ
り
直
接
、
推
進 

委
員
証
（カ
ー
ド
）を
受
領
さ
れ
た
。
い
よ 

い
よ
、
明
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て 

国
民
投
票
が
実
現
し
、
過
半
数
を
以
っ
て 

憲
法
改
正
が
な
さ
れ
る
日
が
近
づ
い
た
。 

更
に
邁
進
し
て
行
き
た
い
。※

付
記 

こ
の 

憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
翌
日
の
朝
刊
に
、
読 

売
新
聞
と
中
日
新
聞
が
報
道
し
た
。 

（愛
知
県
本
部
事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

 

パ
ラ
オ
（ペ
リ
リ
ュ
ー
）慰
霊
紀
行 

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
四
月
八
～
九
日
の
御
日
程
で
、
大
東
亜
戦
争
の
激
戦
地
パ
ラ
オ
共
和
国
へ
戦
歿
者
慰

霊
の
た
め
、
行
幸
啓
さ
れ
た
。
日
本
会
議
で
は
、
総
勢
四
十
七
名
の
パ
ラ
オ
慰
霊
奉
迎
団
が
結
成
さ
れ
、
両

陛
下
の
行
幸
啓
に
合
わ
せ
、
四
月
五
日
～
十
日
の
六
日
間
、
現
地
御
奉
迎
が
行
わ
れ
た
。
東
海
か
ら
は
、
全

日
本
学
生
文
化
会
議
の
大
学
三
年
生
二
名
（
皇
學
館
大
・
越
智
祥
恵
さ
ん
と
南
山
大
・
棚
橋
）
が
参
加
さ
せ

て
戴
い
た
。
主
な
行
程
は
、
以
下
の
通
り
。
五
日
：
出
発
、
パ
ラ
オ
・
コ
ロ
ー
ル
着
／
六
日
：
南
洋
神
社
参
拝
、

日
本
人
墓
地
、
海
軍
通
信
所
跡
、
副
大
統
領
へ
の
表
敬
訪
問
／
七
日
：
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
着
、
千
人
洞
窟
、
「
み

た
ま
」
の
塔
、
海
軍
司
令
部
跡
、
中
川
大
佐
（写
真
）自
刃
の
地
、
西
太
平
方
面
戦
歿
者
慰
霊
祭
、
ペ
リ

リ
ュ
ー
島
発
／
八
日
：
老
人
ホ
ー
ム
、
旧
パ
イ
ン
向
上
跡
、
艦
上
戦
闘
機
／
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
メ
イ
ン
御
奉
迎
・

島
内
慰
霊
参
拝
／
十
日
：
パ
ラ
オ
・コ
ロ
ー
ル
発
、
帰
国
。
行
く
前
か
ら
パ
ラ
オ
に
関
す
る
記
事
を
見
て
、
天

皇
陛
下
の
御
奉
迎
に
関
し
て
ど
う
い
う
反
応
が
パ
ラ
オ
の
方
々
か
ら
返
っ
て
く
る
の
か
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
。
青
い
海
と
暑
い
気
候
、
大
自
然
を
見
て
、
人
々
の
心
か
ら
の
笑
顔
や
笑
い
声
を
聞
い
て
、
も
っ
と
こ
の

国
が
好
き
に
な
っ
た
。
御
奉
迎
の
際
に
二
時
間
前
か
ら
人
が
集
ま
り
、
ず
っ
と
天
皇
陛
下
の
お
姿
を
待
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
私
は
こ
ん
な
に
も
現
地
の
方
が
遠
い
日
本
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
深

く
あ
り
が
た
い
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
ず
か

し
い
と
思
っ
た
。
現
地
で
は
多
く
の
戦
跡
に
行
か
せ
て
戴
い
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
海
軍
司
令

本
部
の
跡
で
あ
る
。
一
ト
ン
爆
弾
で
も
壊
れ
な
い
頑
丈
な
構
造
は
、
ど
ん
な
爆
撃
に
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
割
れ
て
そ
の
中
の
有
刺
鉄
線
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
状
態
で
も
な
お
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
有
刺
鉄
線
を
繋
い
で
ぶ
ら
下
が
っ
た
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
光
景
を
生
み
出
し
た
。
い
か
に
頑
丈
で
あ
っ
た
か

が
伺
え
る
。
ま
た
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
行
っ
た
際
の
海
軍
司
令
本
部
の
隣
に
あ
る
防
空
壕
も
司
令
部
と
同
様
の

造
り
と
な
っ
て
お
り
、
頑
丈
な
そ
の
壕
は
現
地
の
人
々
が
台
風
の
際
に
避
難
し
、
昔
か
ら
現
在
ま
で
時
を
越

え
て
人
々
の
大
切
な
命
を
守
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
多
く
の
優
秀

な
人
材
が
死
力
を
尽
く
し
、
こ
の
大
自
然
の
中
で
戦
い
の
た
め
に
、
祖
国
の
た
め
に
亡
く
な
っ
て
い
か
れ
た
と

い
う
こ
と
を
想
像
す
る
と
な
ん
と
も
言
葉
に
な
ら
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
今
ま
で
考
え
も
し
な

か
っ
た
こ
と
を
想
像
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
歴
史
の
真
実
を
伝
え
る
た
め
に
ペ
リ
リ
ュ
ー
の
人
々
が
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
自
分
が
見
て
き
た
こ
と
を
真
摯

に
受
け
止
め
て
き
ち
ん
と
後
世
に
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
日
本
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
、

周
り
の
人
に
な
ん
で
パ
ラ
オ
に
行
っ
て
い
た
の
か
？
と
か
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
天
皇
陛
下
の
御
奉
迎
に

行
か
せ
て
戴
い
た
と
話
す
と
奉
迎
と
い
う
単
語
も
よ
く
わ
か
ら
ず
、
天
皇
っ
て
何
や
っ
て
る
か
わ
か
ら
な
い
と

言
わ
れ
た
。 

ま
た
、
団
体
で
行
っ
た
と
話
す
と
そ
ん
な
に
日
本
か
ら
行
く
ほ
ど
天
皇
は
慕
わ
れ
て
い
る
の
か

と
ま
で
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
社
会
に
お
け
る
教
育
の
あ
り
方
の
結
果
な
の
か
と
思
っ
た
。
マ

ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
も
天
皇
陛
下
の
御
存
在
に
対
し
て
考
え
て
い
る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
あ
ろ
う
か

と
考
え
た
。
今
回
ご
同
行
さ
せ
て
戴
い
た
メ
ン
バ
ー
の
方
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
「パ
ラ
オ

の
方
々
は
天
皇
陛
下
を
歓
迎
し
よ
う
と
、
一
目
見
よ
う
と
待
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
を
目
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
こ
に
来
な
か
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
で

す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
信
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
を
大
切
に
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日

本
に
対
し
て
あ
ま
り
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
人 

と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く 

の
か
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ 

た
。
私
た
ち
の
学
ん
で
い
る
こ
と
は
元
の
考
え
を
持
つ
意 

味
で
必
ず
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
必 

要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
そ
の
親
日 

国
の
歓
迎
に
甘
ん
じ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
深
く
感
じ
た
。 

こ
れ
か
ら
必
ず
反
日
国
と
関
わ
っ
て
い
く
上
で
今
の
ま
ま 

で
は
済
ま
な
く
な
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
時
の
た
め 

に
、
準
備
は
今
か
ら
す
る
必
要
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
個 

人
間
で
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
少
し
ず
つ
交
友
の 

和
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
今
私
に
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、 

周
り
の
友
人
と
と
も
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。 

 
 
 

 

（全
東
海
学
生
文
化
会
議 

棚
橋 
美
奈
） 

  

御奉迎活動のようす 

中
川
州
男

大
佐 

パラオ共和国国旗 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■６月７日（日）午前７時開始、８時終了予定。 
■引き続き７月５日（日）午前７時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中
止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者
の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★５月３日は、１０名の方が参加していただきました。あ
りがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（５月３日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年六月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（四
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 
 
 

（平
成
二
十
七
年
三
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

石
川 

義
治
（議
員
会
員
） 

矢
野
甲
一
郎
（正
会
員
） 

浅
野 

則
行
（正
会
員
） 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

二
十
二
日
（水
）岐
阜
市
議
会
議
員
三
期
目
に

臨
む
、
須
賀
敦
士
氏
（日
本
会
議
岐
阜
県
本
部

事
務
局
長
）の
選
挙
事
務
所
へ
陣
中
見
舞
い
。 

二
十
三
日
（木
）椛
島
有
三
氏
（
日
本
会
議
事
務

総
長
）を
名
古
屋
に
お
迎
え
し
て
、
憲
法
改
正
賛

同
者
拡
大
の
た
め
の
事
務
局
会
議
を
開
催
。
終

了
後
は
、
椛
島
総
長
を
囲
み
懇
親
会
を
開
催
。 

二
十
六
日
（日
）須
賀
氏
三
期
目
当
選
の
朗
報
が

深
夜
に
入
っ
た
。
更
な
る
健
闘
を
期
待
し
た
い
。 

二
十
七
日
（月
）世
論
の
会
発
送
物
に
、
本
会
行

事
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
林
玲
子

さ
ん
宅
へ
。
一
時
間
ほ
ど
お
手
伝
い
し
た
だ
け
な

の
に
、
昼
食
ま
で
ご
馳
走
に
な
り
恐
縮
。 

二
十
九
日
（火
）愛
知
縣
護
國
神
社
「春
の
み
た

ま
祭
」
に
参
列
。
知
己
の
議
員
も
多
く
参
列
さ
れ

て
い
た
。 

三
十
日
（木
）西
村
真
悟
先
生
よ
り
新
著
「英
霊

と
の
対
話
と
し
て
の
政
治
」
が
出
版
社
よ
り
届
い

た
。
早
速
、
御
礼
の
電
話
を
差
し
上
げ
る
。
「ま

た
一
杯
や
ろ
う
」
と
仰
せ
で
嬉
し
か
っ
た
。 

 

≪

第
一
部≫

●
開
催
日
時 

四
月
十
九

日(

日) 

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
十

二
時
三
十
分
●
会
場 

昭
和
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
●
会
費 

五
百
円
●
参
加
者
四

名
【ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
】テ
ー
マ
：
「憲
法
改
正

署
名
に
つ
き
県
本
部
通
達
」 

愛
知
県
本

部
事
務
局 

棚
橋
美
治
先
輩
・表
題
・署

名
運
動
に
つ
い
て
事
務
局
棚
橋
様
よ
り
詳

細
な
説
明
が
為
さ
れ
ま
し
た
。 

≪

第
二
部≫

 

【街
宣
・憲
法
改
正
】●
開

催
日
時 

同
日 

午
後
一
時
半
～
三
時

半
●
場
所 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
周 

一
日
（水
）年
度
始
め
に
熱
田
神
宮
を

参
拝
。
遅
い
昼
食
は
、
境
内
の
「宮
き
し

め
ん
」
で
。 

三
日
（金
）統
一
地
方
選
挙
告
示
日
。

日
本
会
議
加
盟
議
員
の
必
勝
を
祈
る

ば
か
り
。
本
日
よ
り
十
日
間
は
、
全
身

全
霊
で
支
援
活
動
に
専
念
し
た
い
。 

十
日
（金
）期
日
前
投
票
を
済
ま
せ
、

南
部
文
宏
候
補
の
立
会
演
説
会
へ
。
会

場
は
、
我
が
家
の
氏
神
様
の
「
神
明
社
」
。 

十
二
日
（日
）名
古
屋
市
会
議
員
、
愛

知
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
日
。

本
会
事
務
局
で
長
ら
く
尽
力
い
た
だ
い

た
南
部
文
宏
さ
ん
が
、
見
事
に
初
当
選

を
果
た
し
た
。
感
無
量
。 

十
三
日
（月
）事
務
所
に
て
戦
争
展
企

画
会
議
。
展
示
パ
ネ
ル
の
検
討
と
、
チ
ラ

シ
最
終
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
。 

十
六
日
（木
）重
冨
亮
会
長
面
談
の
た

め
、
紘
仁
病
院
を
訪
問
。
西
田
事
務
局

長
に
も
お
会
い
し
て
、
来
る
五
月
三
日

の
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
動
員
を
お
願
い

し
た
。 

十
七
日
（金
）産
経
新
聞
大
阪
本
社
営

業
の
方
と
面
談
。
名
古
屋
に
お
け
る
拡

売
に
つ
き
、
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
。 

 

昨
年
の
十
月
十
日
と
十
一
日
、
四
国
の
金

刀
比
羅
宮
の
例
大
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

バ
ス
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
た
め
、
近
く
に
あ
る

第
七
十
五
代
崇
徳
天
皇
の
白
峯
陵
に
は

参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
か
わ
り
と
い
っ
て
は
何
で
す
が
帰
り
に
京

都
桂
川
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
途
中
下
車

さ
せ
て
も
ら
い
陵
墓
参
拝
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
参
拝
エ
リ
ア
は
京

都
市
伏
見
区
で
す
。
そ
の
日
は
ま
ず
京
阪

電
車
の
中
書
島
駅
と
伏
見
桃
山
駅
の
中

間
点
に
位
置
す
る
伏
見
宮
貞
成
親
王
、

尊
号
、
後
崇
光
太
上
天
皇
の
伏
見
松
林

院
陵
を
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。
後
崇
光
太
上
天
皇

は
第
百
二
代
後
花
園
天
皇
の
御
父
上
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
上
陛
下
の
直
系
に
あ

そ
ば
し
ま
す
。
さ
ら
に
伏
見
宮
で
す
の
で
、

あ
の
竹
田
恒
泰
氏
の
直
系
で
も
あ
そ
ば
し

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
の
皇
室
と
竹
田
宮
の

御
先
祖
の
伏
見
宮
が
分
か
れ
た
点
で
あ
そ

ば
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
東
に
一
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
た
と
こ
ろ
に
は
北
朝
第
二
代
光
明
天
皇
、

第
三
代
崇
光
天
皇
（後
崇
光
太
上
天
皇
の

お
祖
父
様
）の
大
光
明
寺
陵
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
て
次
は
明
治
天
皇
陵
を
目
指
し
ま

す
。
明
治
天
皇
陵
の
参
道
を
下
っ
て
ま
っ

す
ぐ
西
へ
進
み
国
道
二
十
四
号
線
に
ぶ
つ

か
っ
た
先
に
は
、
神
功
皇
后
を
お
祀
り
す

る
御
香
宮
神
社
が
あ
り
ま
す
。
訪
れ
た
そ

の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
神
幸
祭
と
い
う
秋
の

例
祭
の
日
で
、
お
神
輿
の
行
列
を
見
物
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
明
治

天
皇
の
伏
見
桃
山
陵
を
参
拝
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
次
に

お
隣
の
明
治
天
皇
皇
后
昭
憲
皇
太
后
の

伏
見
桃
山
東
陵
を
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き 

平
成
二
十
七
年
統
一
地
方
選
挙
に
て
当

選
さ
れ
た
日
本
会
議
会
員
の
ご
紹
介 

愛
知
県
議
会
議
員 

 
 
 

天
野 
正
基
（小
牧
市
） 

 
 

伊
藤 
辰
夫
（名
古
屋
市
南
区
） 

 
 

園
山 

康
男
（岡
崎
市
） 

 
 

高
桑 

敏
直
（岩
倉
市
） 

 
 

筒
井
タ
カ
ヤ
（名
古
屋
市
名
東
区
） 

 
 

直
江 

弘
文
（名
古
屋
市
港
区
） 

 
 

南
部 

文
宏
（名
古
屋
市
守
山
区
） 

 
 

山
下 

智
也
（小
牧
市
） 

名
古
屋
市
会
議
員 

 
 

浅
井 

正
仁
（中
川
区
） 

 
 

岩
本 

崇
宏
（緑
区
） 

 
 

北
野
よ
し
は
る
（守
山
区
） 

 
 

中
田
ち
づ
こ
（中
区
） 

 
 

成
田 

隆
行
（天
白
区
） 

 
 

藤
沢 

忠
将
（南
区
） 

 
 

松
井 

良
憲
（守
山
区
） 

春
日
井
市
議
会
議
員 

 
 

加
納 

満 
 
 

鬼
頭 

宏
明 

 
 

長
谷
川
達
也 

 
 

長
縄 

典
夫 

豊
山
町
議
会
議
員 

 
 

熊
沢 

直
紀 

阿
久
比
町
議
会
議
員 

 
 

三
留 

亨 

武
豊
町
議
会
議
員 

 
 

石
川 

義
治 

 
 

 
 

（敬
称
略
） 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
四 

当
選
議
員
会
員
の
ご
紹
介 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
九
回
勉
強
会
、 

街
宣
・署
名
活
動
実
施
！ 

辺 

●
会
費 

無
料
●
参
加
者
三
名      

今
回
は
当
支
部
よ
り
発
参
加
の
方
も
交

え
恒
例
の
街
宣
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今

に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
天
気
に
加
え

少
人
数
の
為
、
署
名
は
見
込
め
そ
う
に
な

い
と
勝
手
な
判
断
の
下
、
チ
ラ
シ
配
布
と

弁
論
に
重
点
を
置
い
た
活
動
に
な
り
ま
し

た
。 

（名
古
屋
東
部
支
部
長 

 

江
﨑
雅
博 

） 

ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
そ
の
後
で
、

近
く
に
あ
る
乃
木
神
社
に
参
拝
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。

近
く
に
桓
武
天
皇
の
柏
原
陵
も
あ
る
の

で
す
が
、
今
回
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

こ
こ
で
お
知
ら
せ
で
す
。
愛
知
金
明
講
と

い
う
明
治
時
代
の
初
期
か
ら
続
く
「こ
ん

ぴ
ら
講
」
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
金
刀
比

羅
宮
の
例
大
祭
に
参
加
し
て
今
年
が
百

四
十
二
回
目
と
な
り
ま
す
。
一
泊
二
日

の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
昨
年
は
、
一
日
目
善

通
寺
参
拝
を
経
由
し
て
金
刀
比
羅
宮
到

着
後
、
鏡
餅
奉
納
。
夜
、
男
性
は
直
衣
の

衣
装
を
着
て
例
大
祭
の
お
神
輿
を
担
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
日
目
は
箸
蔵
寺
へ

参
拝
、
女
性
に
よ
る
鏡
餅
奉
納
が
あ
り

ま
す
。
帰
り
に
丸
亀
城
見
学
を
経
由
し

て
帰
り
ま
し
た
。
行
き
帰
り
の
経
由
地
は

そ
の
年
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
で
す
。
毎
年

十
月
十
日
と
十
一
日
、
今
年
は
土
曜
日

と
日
曜
日
で
す
。
費
用
は
一
人
あ
た
り

約
三
万
円
（一
日
目
の
昼
食
、
夕
食
、
二

日
目
の
朝
食
、
昼
食
付
）と
な
り
ま
す
。

長
く
続
く
愛
知
金
明
講
を
よ
り
長
く
存

続
さ
せ
る
た
め
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
た
は

西
春
日
井
支
部
の
水
田
支
部
長
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

（愛
知
県
本
部
事

務
局 

松
川
秀
康
） 

箸
蔵
寺
の
お
印 


